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♙
本 
会 

総 

会 
 

平
成
28
年
度
同
窓
会
総
会
が
、
本
年
も 

ゴ
ル
フ
大
会
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
の

開
催
に
併
せ
、
５
月
14
日
（
土
）
立
科
町

中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
60
名
ほ
ど
の
会

員
が
出
席
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
は
、
ゴ
ル
フ
・
マ
レ
ッ
ト
の
表
標

識
に
続
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

同
窓
会
長
の
挨
拶
で
は
、
少
子
化
が
進

む
中
に
あ
っ
て
、
立
科
町
か
ら
の
通
学
バ

ス
の
確
保
と
学
習
塾
の
開
設
等
の
援
助
を

頂
き
、
ま
た
、
学
校
の
取
り
組
み
も
生
徒

一
人
一
人
の
特
性
を
生
か
す
教
育
が
熱
心

に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
地

域
校
で
も
定
員
確
保
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も
少
子
化
が

進
行
し
て
ゆ
く
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、

同
窓
会
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

で
あ
る
。
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
27
年
度
事
業
報
告
・
会
計
報

告
及
び
28
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
の
承

認
が
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
の
懇
親

会
で
は
、
東
京
支
会
副
会
長
を
ご
参
加
い

た
だ
き
、
お
互
い
の
情
報
を
交
換
し
合
い

な
が
ら
親
交
を
深
め
る
ひ
と
時
と
な
り
ま

し
た
。 

            

                  

♙ 
東
京
支
会
総
会 

昭
和
37
年
か
ら
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続

け
ら
れ
て
い
る
東
京
支
会
の
総
会
・
懇
親
会

は
、
今
年
で
54
回
目
を
迎
え
五
百
有
余
名

の
会
員
に
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
母
校
の
近

況
や
支
会
活
動
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

54
回
目
の
今
回
は
、
年
々
参
加
者
が
減
っ

て
き
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
新
た
な
企
画
と

し
て
「屋
形
船
」で
神
田
川
か
ら
隅
田
川
を
め

ぐ
り
な
が
ら
の
総
会
・
懇
親
会
で
あ
り
ま
し

た
。
本
会
か
ら
は
、
長
田
校
長
先
生
を
は
じ

め
、
会
長
・
副
会
長
、
そ
し
て
事
務
局
併
せ
て

６
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
、
宮
下
忠
爾
支
会
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
、
本
支
会
の
総
会
の
開
催
は
も
と

よ
り
、
県
連
・
東
信
連
合
会
の
会
合
や
行
事

等
に
も
多
く
の
支
会
員
が
参
加
し
て
い
ま

す
。 

 

特
に
、
長
野
県
高
等
学
校
同
窓
会
連
合
会

の
活
動
に
お
い
て
は
、
小
規
模
な
「
蓼
高
」
の

活
躍
す
る
存
在
が
、
他
校
に
存
在
が
認
め
ら

れ
て
誇
り
に
感
じ
て
い
る
、
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。 

懇
親
会
も
、
故
郷
の
話
に
花
を
咲
か
せ
、
と

て
も
有
意
義
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。 

◎
ゴ
ル
フ
大
会
・
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
開
催 

 

第
11
回
同
窓
会
ゴ
ル
フ
大
会
並
び
に
第
５

回
同
窓
会
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
平
成
28

年
５
月
14
日
（
土
）
、
同
窓
会
の
定
期
総
会

に
併
せ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ゴ
ル
フ
が
立
科
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
、
マ
レ
ッ
ト
が

立
科
町
権
現
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。 

▽
ゴ
ル
フ
大
会
成
績 

 
 

 

優 

勝 
 

小
宮
山 

啓
司 

 
 

 

準
優
勝 

 

荻
原 

正
秀 

 
 

 

第
３
位 

 

市
川 

芳
久 

 
 

 
▽
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
成
績 

 
 

 

優 
勝 

 

荻
原 

タ
マ
ヨ 

 
 

 

準
優
勝 

 
児
玉 

 

寛 

 
 

 

第
３
位 

 
小
宮
山 

一
夫 

          

              

日
向
地
区
の
皆
さ
ん
と
共
に 

 

花
植
え
作
業
を
行
い
ま
し
た 

 

例
年
、
日
向
地
区
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
ふ

る
さ
と
の
景
観
に
花
の
あ
る
風
景
を
楽
し
め

る
事
業
と
し
て
、
「
地
域
」
授
業
の
一
環
で
、

農
道
沿
い
に
植
栽
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
も
６
月
17
日
、
日
向
の
み
な
さ
ん
と

協
力
し
、
綺
麗
な
花
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。 

 

蓼
科
高
校
第
二
グ
ラ
ン
ド 

防
球
ネ
ッ
ト
完
成 

 

蓼
科
高
校
で
は
野
球
部
の
練
習
や
試
合
が

思
い
切
り
出
来
る
よ
う
、
長
年
の
懸
案
で
要

望
が
あ
り
ま
し
た
防
球
ネ
ッ
ト
が
、
平
成
28

年
９
月
23
日
、
追
加
新
設
し
ま
し
た
。 

（
高
さ
約
20
ｍ
幅
26
ｍ 

総
工
費
約
一
六
百
万
）  

こ
の
事
業
に
当
た
り
同
窓
会
員
は
じ
め
各

方
面
の
皆
様
方
に
県
へ
の
予
算
の
要
望
等
ご

協
力
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

        

              

上
田
市
御
岳
堂 

 

松
島 

登
貴
雄
さ
ん 

（
昭
和
46
年
３
月
蓼
科
高
卒
） 

 

 
 

 
 

 

厚
生
労
働
省
は
平
成
28
年
11
月

20
日
工
業
技
術
や
衣
服
・
建
設
な

ど
で
卓
越
し
た
技
能
を
持
つ
技
術
者

百
六
十
人
を
『
現
代
の
名
工
』
と
し

て
選
び
発
表
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

長
野
県
で
は
４
人
が
選
ば
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
中
の
一
人
、
か
わ
ら
ふ

き
工
の
松
島 

登
貴
雄
（ま
つ
し
ま
と

き
お
）さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

（信
濃
毎
日
新
聞
11
月
21
日
掲
載
） 

 
 

 
 

 

松
島
さ
ん
は
祖
父
が
創
業
し
た
松

島
瓦
店
の
跡
を
継
ぎ
、
約
40
年
。
昨
年
は
旧

中
山
道
和
田
宿
の
商
家
で
防
火
壁
「
卯
建

（う
だ
つ
）」
の
瓦
ぶ
き
も
手
が
け
ま
し
た
。 

特
殊
形
状
の
瓦
を
使
い
、
瓦
と
瓦
の
間
は
髪

の
毛
の
入
る
隙
間
も
な
い
卓
越
し
た
技
術
で

製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
般
住
宅
か
ら
文
化
財
の
修
復
ま
で
数
々

の
仕
事
を
こ
な
し
て
こ
ら
れ
た
松
島
さ
ん
は

昭
和
46
年
3
月
蓼
科
高
校
を
卒
業
さ
れ

た
先
輩
で
あ
り
ま
す
。 

 

蓼
科
高
等
学
校
の
先
輩
で
あ
る
こ
と
を
誇

り
に
思
い
、
松
島
さ
ん
の
更
な
る
ご
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。 

平成 27 年度会計収支決算報告 
（平成 27 年 4 月 3 日～平成 28 年 3 月 31 日） 

１ 総括 

  収入額 １，４８６，７２０円 

  支出額   ６８７，７６６円 

 翌年度繰越金 ７９８，９５４円 

２ 収入の部 

繰越金 497,479 

入会金     805,000 

雑収入等   184,090 
合  計  1,486,720 

３ 支出の部 

総会費等     49,642 

支会補助費    70,000 

役員交際費    40,713 
同窓連負担金    30,000 

旅費    69,360 

通信・印刷費    69,199 
慶弔費      16,000 
卒業記念品 47,010 

補助費   200,000 
報償費    20,000 

事業費    75,842 

予備費 0 

 合  計    687,766 

 

≪協賛金会計≫ (雑収入に含む) 

 収入額 169,090 円(協力者：43 名) 

ご協力ありがとうございました。 

平成 28年 5月 14日立科町中央公民館にて 

平成 28年 6月 11日東京浅草橋屋形船にて 

平成 28 年 12 月 10 日                蓼科高校同窓会報                第２号


